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上質紙（ ％）出力時、モノクロ出力は水平 ・垂直 で、カラー出力は水平 ・垂直 で出力してく
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昨
年
よ
り
定
率
減
税
が

半
減
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
所

得
税
、
住
民
税
の
増
税
に
よ

り
、
高
齢
者
を
中
心
に
約
２

万
３
千
人
が
影
響
を
う
け
、

国
保
税
、
介
護
保
険
料
な
ど

の
負
担
増
を
含
め
る
と
、
数

倍

数
倍
に
の
ぼ
る
負
担

が
市
民
に
お
そ
い
か
か
っ
て

い
る
。

増
税
の
影
響
に
よ
る
市
民

負
担
を
軽
減
す
る
施
策
の
拡

充
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省

は

老
齢
者
に
つ
い
て
は
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者
の
ほ
か
、
身
体

障
害
者
に
準
ず
る
者
と
し
て

市
町
村
長
の
認
定
を
受
け
て

い
る
者
を
障
害
者
控
除
の
対

象
と
す
る
と
し
て
い
る
が
、

京
田
辺
市
の
基
準
は
、
厚
生

労
働
省
の
基
準
よ
り
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
認
定
基
準
を
見

直
し
、
す
べ
て
の
要
介
護
認

定
者
に

障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書

の
交
付
を
。

ま
た
制
度
の
周
知
を
図
る

た
め
に
も
介
護
認
定
書
を
送

る
際
に
、
制
度
の
紹
介
を
同

封
す
べ
き
。

保
健
福
祉
部
長

認
定
基

準
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
し

て
い
る
判
定
基
準
を
参
考
に

す
る
中
で
、
市
独
自
の
認
定

基
準
を
あ
わ
せ
て
取
り
入
れ

て
い
る
。
今
後
、
必
要
が
あ

れ
ば
調
査
研
究
し
て
い
く
。

安
心
歩
行
エ
リ
ア
に
お

け
る
安
全
対
策
の
実
施
計
画

と
新
田
辺
駅
周
辺
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
具
体
的
な
計
画

に
つ
い
て
、
ま
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
新
法
に
基
づ
く
基
本
構

想
作
成
計
画
の
取
り
組
み
の

進
展
は
。

建
設
部
長

基
本
構
想
作

成
計
画
に
つ
い
て
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。
他
の
市

町
の
動
向
も
見
な
が
ら
研
究

し
て
い
く
。

府
営
団
地
に
隣
接
す
る

廃
業
さ
れ
た
銭
湯
の
煙
突
が

老
朽
化
し
て
、
た
い
へ
ん
危

険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

市
の
責
任
で
早
急
に
撤
去

を
。
ま
た
、
跡
地
利
用
に
つ

い
て
の
市
の
考
え
は
。

経
済
環
境
部
長
事
務
代
理

倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
状

況
が
あ
る
の
で
、
早
期
に
市

に
よ
る
煙
突
の
解
体
工
事
を

実
施
す
る
。
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
居
住
建
物
が
存
在

し
て
い
る
の
で
、
現
段
階
で

は
考
え
て
い
な
い
。

崩壊の危険性がある銭湯の煙突（河原）

増

富

理
津
子

議
員
（
共
産
党
）

橘

雄

介

議
員
（
市
民
の
眼

）

市
民
参
画
条
例
の
制
定

と
公
正
な
行
政
運
営
を
、
地

方
分
権
に
よ
る
主
体
的
な
市

民
自
治
で
進
め
る
べ
き
。
ニ

ュ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
い
わ
れ
る
自
治
体
経

営
の
手
法
を
。
（
仮
称
）
開

発
ま
ち
づ
く
り
条
例
は
手
続

き
条
例
と
し
、
別
途
、
住
民

参
画
条
例
の
制
定
が
必
要
。

入
札
談
合
防
止
策
と
同
和
優

遇
策
の
廃
止
を
。

建
設
部
長

開
発
ま
ち
づ

く
り
条
例
は
、
今
年
度
中
に

制
定
。
地
域
業
者
に
対
す
る

扱
い
は
年
度
中
に
廃
止
す
る
。

市
民
部
長

市
民
参
画
条

例
は
、
幅
広
い
議
論
で
制
定

へ
進
め
た
い
。

行
政
改
革
に
よ
る
歳
出

削
減
な
ど
が
一
向
に
進
ん
で

い
な
い
。
職
員
の
給
与
、
手

当
の
削
減
な
ど
を
、
い
つ
行

う
の
か
。
地
域
手
当
、
特
殊

勤
務
手
当
等
、
職
員
の
既
得

権
的
手
当
を
削
減
せ
よ
。
市

長
な
ど
特
別
職
の
賞
与
の
勤

勉
手
当
、
役
職
加
算
の
廃
止

を
。総

務
部
長

人
事
院
勧
告

を
尊
重
し
、
是
正
を
図
り
、

特
殊
勤
務
手
当
は
精
査
す
る
。

特
別
職
等
の
報
酬
見
直
し
の

時
期
と
認
識
し
て
い
る
。

違
法
建
築
の
指
導
強
化

と
増
改
築
に
よ
る
固
定
資
産

税
課
税
の
徹
底
を
。
宝
塚
の

カ
ラ
オ
ケ
店
火
災
死
亡
事
故

の
教
訓
か
ら
、
消
防
が
避
難

通
路
・
器
具
等
の
実
態
調
査

を
。
違
法
営
業
店
舗
に
特
別

罰
則
課
税
を
。

消
防
長

違
法
建
築
物
の

消
防
防
災
上
の
査
察
や
改
善

指
導
は
行
う
。
不
備
な
点
は

改
善
を
指
示
し
、
書
類
を
提

出
さ
せ
る
。

市
民
要
望
に
応
え
た
優

先
策
と
社
会
的
弱
者
へ
の
支

援
を
。
市
政
協
力
員
制
度
の

見
直
し
、
市
民
パ
ー
ト
ナ
ー

委
員
会
の
設
置
。
一
丁
田
池

屋
根
付
体
育
施
設
は
財
政
的

に
断
念
せ
よ
。

教
育
部
長

一
丁
田
池
整

備
は
、
財
政
と
地
盤
の
安
定

が
あ
れ
ば
、
全
天
候
型
施
設

整
備
を
行
う
。

保
健
福
祉
部
長

障
害
者

自
立
支
援
法
に
よ
る
、
利
用

者
負
担
削
減
な
ど
の
支
援
と

ケ
ア
ホ
ー
ム
は
可
能
な
支
援

を
行
う
。

市
民
部
長

パ
イ
プ
役
と

し
て
、
現
制
度
を
継
続
。

市民による環境パートナーシップでの
ワークショップ

塩

貝

建

夫

議
員
（
共
産
党
）

手
原
川
堤
防
上
の
通
学

・
通
園
は
大
変
危
険
で
あ
る
。

市
長
は
２
月
２
日
京
田
辺

子
ど
も
会
議
で
薪
小
６
年
生

学
習
発
表
会
で
子
ど
も
の
質

問
に
答
え
て

手
原
川
の
い

い
位
置
に
橋
を
つ
け
て
、
車

が
通
る
橋
で
は
な
く
、
人
や

車
い
す
が
行
き
交
う
幅
の
橋

を
つ
く
っ
て
、
安
全
確
保
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
答
弁
し
た
。
こ
の
発
言
通

り
、
徒
歩
橋
を
設
置
せ
よ
。

市
長

可
能
な
限
り
積
極

的
に
話
を
進
め
て
、
早
い
時

期
に
望
ま
し
い
橋
が
で
き
た

ら
よ
い
と
思
う
。

建
設
部
長

河
川
管
理
者

で
あ
る
京
都
府
と
協
議
す
る

た
め
調
査
を
実
施
し
、
平
成

年
度
か
ら
早
い
機
会
に
府

と
協
議
し
た
い
。

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト

が
４
月

日
に
実
施
さ
れ
る
。

市
は
な
ぜ
こ
の
テ
ス
ト
に
参

加
す
る
の
か
、
そ
の
理
由
を

示
せ
。
ま
た
、
テ
ス
ト
結
果

を
民
間
企
業
に
丸
投
げ
す
る

た
め
個
人
情
報
保
護
、人
権
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
点
で
問
題

が
あ
る
。
教
育
長
の
認
識
を

問
う
。

教
育
長

今
回
の
テ
ス
ト

は
あ
く
ま
で
そ
の
子
ど
も
個

人
個
人
の
学
力
な
り
学
習
状

況
を
把
握
し
て
今
後
の
指
導

に
生
か
す
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
テ
ス
ト
へ
の
名
前
の
記

入
に
つ
い
て
、
保
護
者
、
児

童
、
生
徒
に
テ
ス
ト
の
趣
旨

を
説
明
し
ご
理
解
を
得
た
い
。

そ
れ
で
も
名
前
は
書
き
ま
せ

ん
と
言
わ
れ
た
ら
強
制
す
る

こ
と
は
一
切
考
え
て
い
な
い
。

一
休
寺
の
景
観
保
全
に

つ
い
て
７
回
連
続
質
問
し

た
。
第
３
次
総
合
計
画
に
も

都
市
景
観
を
保
全
す
る
た
め

規
制
誘
導
す
る
と
市
は
決
定

し
て
い
る
。
早
急
に
実
行
す

べ
き
で
あ
る
。

建
設
部
長

総
合
計
画
に

お
い
て
も
、

景
観
法
を
導

入
し
て

と
い
う
文
言
が
あ

り
、
今
後
出
来
る
だ
け
早
期

に
景
観
法
導
入
に
向
け
て
の

準
備
を
進
め
た
い
。

青
年
雇
用
を
促
進
す
る

た
め
、
市
長
の
認
識
と
、
市

が
出
来
る
こ
と
を
検
討
せ
よ
。

市
長

安
心
し
て
働
け
る

環
境
整
備
は
重
要
。
地
元
雇

用
の
促
進
や
、
市
と
し
て
で

き
る
こ
と
を
研
究
し
た
い
。

通学、通園時の安全確保が必要な
手原川側道（薪）

地
震
・
防
災
対
策
の
強

化
と
し
て

国
・
府
に
対

し
、
本
市
へ
の
東
南
海
・
南

海
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域

の
指
定
と
、
国
に
よ
る
財
政

支
援
を
求
め
よ
。

住
宅
耐

震
改
修
助
成
制
度
の
早
急
な

導
入
を
。

木
津
川
以
外
の

市
内
河
川
等
の
増
水
・
氾
濫

を
想
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
を
。

住
民
避
難

勧
告
発
令
な
ど
に
つ
い
て
具

体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
、
整
備
を
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

京
都
府
独
自
の
、
地
震
被

害
想
定
調
査
結
果
を
見
て
必

要
な
場
合
、
指
定
を
要
望
す

る
。

市
内
河
川
の
、
府
の

浸
水
想
定
調
査
の
デ
ー
タ
に

基
づ
き
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改

定
を
進
め
る
。

避
難
基
準

の
客
観
化
は
重
要
。

年
度

に
具
体
的
な
基
準
を
作
成
す

る
。建

設
部
長

年
度
中

に
耐
震
改
修
促
進
計
画
を
作

成
し
、

年
度
か
ら
耐
震
改

修
助
成
を
実
施
し
た
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア

ク
セ
ス
状
況
は
。
運
営
に
つ

い
て
の
市
の
基
本
方
針
は
。

総
務
部
長

毎
月
５
万
件

近
い
ア
ク
セ
ス
が
あ
る
。

助
役

市
民
が
欲
し
い
情

報
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と

い
う
視
点
で
作
っ
て
い
く
こ

と
が
原
則
。
今
後
の
課
題
と

し
て
取
り
組
む
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
事
業
に
お
い

て
、
年
金
課
税
強
化
の
た
め

に
自
己
負
担
金
免
除
者
（
住

民
税
非
課
税
）
の
数
が
、
本

年
度
は
二
百
人
近
く
も
激
減

し
た
。
少
な
く
と
も
前
年
度

と
同
水
準
の
方
が
自
己
負
担

免
除
と
な
る
よ
う
に
、
免
除

基
準
を
見
直
せ
。

助
役

国
の
や
っ
た
こ
と

の
影
響
を
自
治
体
が
対
応
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
基
準

を
見
直
す
考
え
は
な
い
。

山
手
東
地
域
の
フ
ァ
イ

ン
パ
ー
ク
前
の
２
カ
所
の
交

差
点
と
諏
訪
ケ
原
公
園
前
三

差
路
に
、信
号
機
の
設
置
を
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

フ
ァ
イ
ン
パ
ー
ク
前
の
２
交

差
点
の
信
号
設
置
は
従
来
か

ら
府
へ
要
望
し
て
き
た
。
今

後
は
諏
訪
ケ
原
公
園
前
も
あ

わ
せ
て
要
望
し
て
い
く
。

青

木

綱
次
郎

議
員
（
共
産
党
）信号機設置が望まれる交差点（山手東）

年（平成 年） 月 日


